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Ⅰ 学校での生活に関すること

高校入学に関する意識

高校選択時に重視した要因

高校選択の一番の要因は「合格の可能性」。

専門・総合学科の生徒や特色選抜合格者は、「学習内容など、学科やコースの特色」を重視。

高校選択時に重視した要因、上位５項目（全体）

① 50.1%

①  27.0%

①  30.8%

①  19.2%

①  14.9%

② 28.3%

②  31.3%

②  25.1%

②  34.6%

②  34.0%

③  10.0%

③  22.6%

③  21.9%

③  22.3%

③  27.3%

④  11.1%

④  18.8%

④  22.0%

④  23.8%

④  23.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合格の可能性

学習内容など、学科やコースの特色

通学の利便性

中学校の先生のアドバイス

学校の評判

① 重視した ② どちらかといえば重視した ③ どちらかといえば重視しなかった ④ 重視しなかった

学科別、選抜検査合格者別の高校選択時に重視した要因、上位５項目

81.1%の生徒が、現在通学している学校に「（ぜひ）入学したかった」と回答。

専門・総合学科の生徒や特色選抜合格者の方が、その割合が高い。

① ぜひ入学したかった
② 入学したかった
③ あまり入学したくなかった
④ 入学したくなかった

（普　通　科）

① 51.8%

① 33.4%

① 19.3%

① 18.0%

① 16.7%

② 27.4%

② 25.6%

② 36.3%

② 36.8%

② 33.4%

③ 20.5%

③ 21.9%

③ 24.3%

③ 25.1%

④ 20.3%

④ 22.4%

④ 20.7%

④ 24.8%

③
9.6%

④
10.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合格の可能性

通学の利便性

中学校の先生のアドバイス

学校の評判

家族や親戚のアドバイス

（専門・総合学科）

① 47.1%

① 43.4%

① 27.6%

① 22.8%

① 18.8%

② 29.8%

② 33.4%

② 28.6%

② 29.4%

② 31.5%

③ 13.1%

③ 21.0%

③ 25.5%

③ 23.0%

④ 11.9%

④ 21.9%

④ 22.0%

④ 26.3%

③
10.8%

④
9.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合格の可能性

学習内容など、
学科やコースの特色

選抜検査の方法や内容

高校卒業後の進路目標

中学校の先生のアドバイス

（特色選抜合格者）

① 49.6%

① 41.6%

① 30.3%

① 20.5%

① 21.5%

② 28.8%

② 34.1%

② 25.8%

② 34.0%

② 28.6%

③ 14.3%

③ 21.4%

③ 22.5%

③ 27.5%

④ 9.9%

④ 22.3%

④ 22.9%

④ 22.3%

③
10.6%

④
10.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合格の可能性

学習内容など、
学科やコースの特色

通学の利便性

中学校の先生のアドバイス

高校卒業後の進路目標

（一般選抜合格者）

① 51.5%

① 31.4%

① 17.6%

① 17.6%

① 15.3%

② 27.7%

② 24.2%

② 36.2%

② 35.8%

② 32.4%

③ 23.0%

③ 24.6%

③ 22.3%

③ 25.9%

④ 21.4%

④ 21.3%

④ 24.3%

④ 26.2%

③
9.2%

④
11.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合格の可能性

通学の利便性

学校の評判

中学校の先生のアドバイス

家族や親戚のアドバイス

① 25.7%

① 28.4%

① 30.5%

① 23.2%

① 26.6%

② 54.3%

② 55.0%

② 55.0%

② 54.6%

② 54.5%

③ 15.8%

③ 13.1%

③ 11.3%

③ 18.0%

③ 14.9%
④

3.0%

④

 3.6%

④

2.0%

④

2.5%

④

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

普通科

専門・総合学科

特色選抜

一般選抜

全体
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学校の楽しさ（学校行くのが楽しいか）

各教科・科目の授業の理解度

将来の目標

「ほとんどの授業がよく理解できている」「理解できている授業の方が多い」と回答した生徒は

34.6%。21.3%が、あまり理解できていないことがうかがえる。

①  7.3% ②  27 .3% ③  44 .0% ④  16 .6%
⑤

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

① よく理解 ② 理解できているのが多い ③ 半々 ④ 理解できていないのが多い ⑤ ほとんど理解できていない

73.0%の生徒が、学校へ行くのが楽しいと回答。

① とても楽しい ② 楽しい ③ あまり楽しくない ④ 楽しくない

① 20.2% ② 52.8% ③ 18.5% ④ 8.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

将来に対し「明確な目標がある」のは27.6%。

35.8%が、「何となくもっている」と回答。

① 明確な目標がある ② 何となくもっている ③ はっきりしない ④ 考えたことがない

① 27.6% ② 35.8% ③ 32.7% ④ 3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
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Ⅱ 学校及び先生に関すること

学校での教育活動の満足度・重要度

学校で特に重要だと考えているのは、「友人との人間関係」（93.1%）、「授業の進め方」（92.７

%）、「進路希望に応じた学習」（90.5%）である。

また、満足度の低いのは、「個々の理解度に応じた学習」（40.7%）、「大学や研究機関・企業な

ど、外部の人の特別授業」（47.0%）である。

特に、重要度が高く、満足度が低いのは、「個々の理解度に応じた学習」、「進路希望に応じた学

習」などであり、生徒のニーズの高い教育活動といえる。

重　要　度　（全　体）

① 53.7%

① 35.9%

① 37.2%

① 64.3%

① 39.4%

① 47.9%

① 43.0%

① 24.0%

① 33.1%

① 24.8%

① 34.9%

① 33.4%

① 25.2%

① 41.0%

① 33.1%

① 40.0%

① 18.7%

② 39.0%

② 48.5%

② 47.1%

② 28.8%

② 48.2%

② 42.6%

② 44.4%

② 47.0%

② 45.8%

② 44.7%

② 49.3%

② 47.6%

② 49.6%

② 42.8%

② 43.6%

② 35.8%

② 47.8%

③ 22.1%

③ 16.2%

③ 23.0%

③ 18.4%

③ 22.7%

③ 13.6%

③ 16.2%

③ 11.6%

③

14.1%

③

12.1%

③

9.6%

③ 7.2%

③ 9.9%

③ 4.4%

③

11.4%

③

 12.6%

③

 5.3%

④

10.2%

④

9.7%

④

6.5%

④

4.1%

④
6.5%

④

4.5%

④

3.3%

④

7.2%

④

4.4%

④

6.5%

④

2.8%

④

2.1%

④

2.3%

④

2.2%

④

4.1%

④

2.9%

④

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満　足　度　（全　体）

① 9.9%

① 9.6%

① 37.8%

① 10.0%

① 8.6%

① 4.1%

① 11.6%

① 20.0%

① 10.9%

① 10.6%

① 10.8%

① 10.7%

① 15.1%

① 16.4%

① 27.0%

① 10.7%

② 55.0%

② 47.8%

② 53.7%

② 47.6%

② 46.9%

② 43.5%

② 36.6%

② 35.4%

② 42.7%

② 39.6%

② 47.2%

② 48.5%

② 51.1%

② 37.1%

② 46.6%

② 29.9%

② 45.7%

③ 31.6%

③ 29.9%

③ 26.8%

③ 34.2%

③ 35.8%

③ 42.7%

③ 34.8%

③ 25.4%

③ 32.0%

③ 31.3%

③ 29.4%

③ 27.2%

③ 29.5%

③ 24.1%

③ 15.9%

③ 28.3%

④ 17.6%

④ 16.8%

④ 17.8%

④ 23.9%

①

5.5%

③

10.7%

④

14.6%

④

12.5%

④

10.6%

④

10.9%

④

10.5%

④

11.3%

④

16.2%

④

11.7%

④

8.7%

④

3.8%

④

9.6%

④

12.2%

④

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① とても満足 ② 満足

③ あまり満足していない

④ 満足していない

① とても重要 ② 重要

③ あまり重要とは思わない

④ 重要とは思わない

授業の進め方

施設や設備などの教育環境

先生との人間関係

友人との人間関係

興味・関心に応じた学習

進路希望に応じた学習

個々の理解度に応じた学習

大学や研究機関・企業など、

外部の人の特別授業

学校（学科・コース）の

特色を生かした取組

コンピュータやインターネット

を活用した学習

将来の生き方や進路について

考える学習

社会の決まりやルール、マナー

について考える学習

他者や自分の人権、異文化に

ついて考える学習

いろいろな技能や

資格の取得の機会

学校行事や生徒会活動

部活動

ボランティア活動や清掃活動等

の社会参加活動の機会
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Ⅲ 高校入試に関すること

高校の特色についての理解度

特色選抜に関する評価

およそ70%の生徒が、受検時に高校の特色を理解。

特色選抜合格者の高校の特色に関する理解度は、一般選抜合格者より高い傾向がある。

特色選抜に関し、受検機会の複数化・選抜方法や選抜資料の多様化・選抜尺度の多元化などの

入試改革は、概ね評価されている。学校による競争率の違い・偏りは評価が二分。

① 54.2%

① 38.6%

① 36.6%

① 30.1%

① 19.0%

② 30.9%

② 39.2%

② 42.2%

② 42.7%

② 34.3%

③ 8.7%

③ 13.5%

③ 13.5%

③ 17.5%

③ 30.6%

④ 8.6%

④ 15.0%

④
6.6%

④
7.7%

④
5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

受検機会が増えること

面接、小論文等も
評価されること

学校により受検科目・
内容が異なること

同一校においても特色と一般選抜の
受検科目・内容が異なること

競争率が高くなる学校に
偏りが出ること

① よいと思う ② どちらかといえばよいと思う
③ どちらかといえばよいとは思わない ④ よいとは思わない

①  14 .0 %

①  2 3 .5 %

①  2 3 .0 %

①  1 1 .4 %

①  1 7 .3 %

②  5 2 .9 %

②  5 3 .1 %

②  5 6 .5 %

②  49 .7 %

②  5 3 .0 %

③  2 3 .2 %

③  1 5 .7 %

③  1 5 .6 %

③  25 .8 %

③  2 0 .6 %

④  9 .3 %

④  1 2 .3 %

④  8 .4 %

④
6 .9 %

④
4 .4 %

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 % 6 0 % 70 % 8 0 % 9 0 % 1 0 0 %

普通科

専門・総合学科

特色選抜

一般選抜

全体

① よく理解していた ② だいたい理解していた ③ あまり理解していなかった ④ 理解していなかった
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Ⅳ 家庭での生活に関すること

通塾等の状況

家庭での学習時間（平日）

家庭学習の取組方

学習塾等を活用している生徒は、22.2%。

① 何も利用していない ② 学習塾（予備校等） ③ 家庭教師 ④ 通信教育（添削） ⑤ 学習塾と家庭教師
⑥ 学習塾と通信教育（添削） ⑦ 家庭教師と通信教育（添削） ⑧ 学習塾と家庭教師と通信教育（添削）

① 75 .4% ② 14 .0%

③ 1 .5%

④
5.1%

⑤ 0 .5%

⑥0.8%

⑦0.2%
⑧0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

46.4%の生徒は、平日、家庭学習をほとんどしていない。

平日に１時間以上家庭学習をしているのは、25.7%。

① ほとんどしない ② 30分より少ない ③ 30分以上１時間より少ない ④ １時間以上１時間30分より少ない
⑤ １時間30分以上２時間より少ない ⑥ ２時間以上２時間30分より少ない ⑦ ２時間30分以上３時間より少ない
⑧ ３時間以上３時間30分より少ない ⑨ ３時間30分以上４時間より少ない ⑩ ４時間以上

① 46.4% ③ 14.5% ④ 10.3% ⑤ 7.3%② 11.8% ⑥

3.3%

⑦ 2.3%

⑧ 1.1%

⑨ 0.5%

⑩ 0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

家庭で、「将来の進路を意識しながら、授業以外の学習にも取り組んでいる」のは8.6%。

「授業の予習や復習は、やっている」のは13.0%、「宿題は、やっている」のは30.2%、「考

査前だけは、勉強している」のは31.5%である。

15.3%の生徒は、考査前も含め、「ほとんど勉強していない」と回答。

① 将来の進路を意識しながら、授業以外の学習にも取り組んでいる ② 授業の予習や復習は、やっている
③ 宿題は、やっている ④ 考査前だけは、勉強している ⑤ ほとんど勉強していない

② 13.0% ③ 30.2% ④ 31.5% ⑤ 15.3%
①
8.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体



7

Ⅴ 社会での生活等に関すること

現在の悩み

社会への関心、考え方

70%を超える生徒が、「勉強や成績」「進路のこと」を不安視している。

およそ半分の生徒が「自分の容姿や性格」を、40%が「家の経済状況」を気にしている。

① 悩んでいる ② どちらかといえば悩んでいる ③ どちらかといえば悩んでいない ④ 悩んでいない

現在の悩み（全体 ）

①  4 1 .4 %

①  4 2 .9 %

①  2 2 .2 %

①  1 5 .6 %

①  1 7 .8 %

①  1 3 .0 %

①  1 3 .4 %

①  1 1 .5 %

①  1 0 .0 %

①  6 .1 %

②  3 5 .4 %

②  3 1 .2 %

②  3 0 .4 %

②  2 2 .3 %

②  1 9 .4 %

②  2 1 .8 %

②  1 9 .3 %

②  1 9 .4 %

②  1 6 .0 %

②  1 1 .6 %

③  1 3 .6 %

③  1 3 .3 %

③  2 4 .6 %

③  2 6 .9 %

③  1 6 .0 %

③  3 0 .5 %

③  2 4 .4 %

③  2 5 .8 %

③  2 6 .5 %

③  3 0 .5 %

④  9 .3 %

④  1 2 .0 %

④  2 2 .2 %

④  3 4 .8 %

④  4 4 .8 %

④  3 4 .4 %

④  4 2 .5 %

④  4 2 .7 %

④  4 7 .0 %

④  5 1 .2 %

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 % 6 0 % 7 0 % 8 0 % 9 0 % 1 0 0 %

勉強や成績

進路のこと

自分の容姿や性格

家の経済状況

部活動のこと

友人との関係

異性とのこと

健康のこと

家族のこと

学校の先生との関係

地域に関心をもったり、地域の行事に参加している生徒は少なく、約20％。また、ニュースに

対する関心も低く、関心を持っている生徒は57.７%。

「人の気持ちが分かる人間」や「人の役に立つ人間」になりたいと思っているのは、それぞれ

86.1%、84.2%である。

① 当てはまる ② どちらかといえば当てはまる ③ どちらかといえば当てはまらない ④ 当てはまらない

① 20.9%

① 18.2%

① 15.7%

① 56.5%

① 47.1%

① 52.1%

① 9.1%

② 36.8%

② 14.2%

② 10.4%

② 15.5%

② 36.7%

② 47.4%

② 29.6%

② 32.7%

② 32.1%

② 17.4%

③ 25.8%

③ 33.5%

③ 34.7%

③ 29.2%

③ 29.4%

③ 27.8%

③ 8.4%

③ 12.5%

③ 9.8%

③ 33.5%

④ 16.0%

④ 46.4%

④ 50.3%

④ 48.9%

④ 15.0%

④ 8.3%

④ 7.0%

④ 39.3%

①
5.6%

①
5.4%

①
4.0%

④
4.8%

④
5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

新聞やテレビの
ニュースなどに関心がある

今住んでいる地域の歴史や
自然に関心がある

今住んでいる地域の政治や経済、
産業などに関心がある

今住んでいる地域の
行事に参加している

家の手伝いをしている

人が困っているときは、
進んで助けている

人の気持ちが分かる人間に
なりたいと思っている

いじめはどんな理由があっても
いけないと思っている

人の役に立つ人間に
なりたいと思っている

人に迷惑をかけなければ、
何をしてもよい
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規範意識

「触法に係る行為」に対する規範意識は高いのに対し、「マナーに係る行為」や「学校生活や校

則に関する行為」に対する規範意識は低い傾向がある。

① 91.1%

① 89.1%

① 85.3%

① 76.8%

① 69.3%

① 68.2%

① 63.3%

① 62.1%

① 52.6%

① 38.4%

② 18.4%

② 25.0%

② 25.7%

② 30.0%

② 28.5%

② 38.4%

② 44.7% ③ 16.2%

②
10.3%

②
6.8%

②
5.2%

③
3.3%

③
3.6%

③
3.8%

③
4.3%

③
5.2%

③
5.7%

③
6.2%

③
8.9%

③
8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

シンナー、大麻など
ドラッグを使用する

万引きをする

建物や公共物を壊したり、
落書きをする

暴力をふるう

出会い系サイトを利用する

バスや電車で大きな声で
しゃべる

タバコを吸ったり、
アルコール類を飲む

駅やコンビニ等、
公衆の場で座り込む

学校や授業をさぼる

髪を変形したり、
制服をだらしなく着る

① してはならない ② そんなにこだわらなくてよい ③ してもよい


